
プレス発表資料 
                                                        平成 22 年 1 月 22 日 

秋  田  大  学 
 

市民と医療人のための公開シンポジウム 

『元気のでるがん治療 ～分子・先端技術から心・魂まで～』 

 
秋田大学をはじめ北東北の 4 大学（※１）で構成する「北東北がんプロフェッショナル養成プラン」

は、この度、市民と医療人のための公開シンポジウム「元気のでるがん治療～分子・先端技術から心・

魂まで～」を開催します。当日はがん治療の専門家 3 名による特別講演や、関係者による討論会を開催

し、一般の方々にがん治療の現状や今後の課題などについて、理解を深めていただきたいと思います。

医療関係者だけではなく、広く「がん」と向き合っている方々にとっても役立つ情報があると思います

ので、ぜひご参加下さい。※1 秋田大学、弘前大学、岩手医科大学、岩手県立大学 

 

日時：平成２２年１月３０日（土）１５：００～ 

場所：秋田ビューホテル４階「飛翔の間」 

 
【プログラム】総合司会：石塚真人（秋田テレビ） 

開始、挨拶 （15：00～）   

１）北東北のがん診療のプロを養成する～北東北４大学のとりくみ （15：05～15：20） 

   羽渕友則（北東北がんプロフェッショナル養成プラン実務委員長、秋田大学大学院腎泌尿器科学講座・教授） 

２）秋田県のがん診療最前線を語る （15：20～15：35）  

  廣川 誠（秋田大学医学部附属病院腫瘍センター長） 

３）特別講演 （15：40～18:20） 

座長：浅沼 義博（秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻長） 

『地域に求められるがん患者さんへのケア』 

大西和子（三重大学大学院医学系研究科・成人看護学講座・教授） 

座長：嘉藤 茂（外旭川病院ホスピス長） 

『がん哲学＆がん哲学外来一懸け橋』 

樋野興夫（順天堂大学医学部病理・腫瘍学・教授） 

座長：本橋 豊（秋田大学大学院医学系研究科長） 

『わが国のがん対策～個人として 国として～』 

垣添忠生（国立がんセンター名誉総長・日本対がん協会会長） 

４）総合討論『秋田県、北東北、日本のがん診療に足りないものは？』  

（18：20～19：10） 

参加者: 堀井啓一（秋田県副知事）【予定】／嘉藤 茂（外旭川病院ホスピス長） 

柴田浩行（秋田大学大学院医学系研究臨床腫瘍学講座・教授） 

  懇親会 19：30～ 

 

 【お問い合わせ先】 
秋田大学大学院医学系研究科・医学部 （担当）総務課長 川村 金蔵 
電話：018-884-6005／FAX：018-834-8619 

「がんプロフェッショナル養成プラン」とは 

がん死亡率が最も高いといわれている北東北の 3 医学系研

究科と 1 看護学研究科が中心となり、がん医療の改善や、

医療過疎地域を多く抱える北東北地域において総合的がん

専門医療人を養成する取組み。 
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